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プログラム

18:00～18:05 オープニング

18:05～18:20 多様な条件の水田における給水機の設置
/ サタケ 植向様

18:20～18:35 宮崎県の現地における取り組み事例
/ 宮崎県農試 福川様

18:35～18:50 データ駆動型農業の実践
/ 横田農場・農匠ナビ 横田

18:50～19:00 質疑応答

19:００ 2023年モニター募集案内 / 農匠ナビ 田中
クロージング
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データ駆動型農業の実践
（横田農場の事例）

noshonavi©2021

農匠ナビ株式会社

代表取締役 横田修一
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スマート農業（データ駆動型農業）とは

出典：農林水産省HP「スマート農業」
（https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/）

ロボット技術やICTを
活用して
超省力・高品質生産
を実現する新たな農業
を実現
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スマート農業（データ駆動型農業）とは

【超省力】
① 省力化 ： 人が行う作業を見直し、無駄を省く。手間を

省く。

② 省人化 ： 人がやらなくてもよい仕事を削減し（自動化）、
人員を省く。

③ 少人化 ： 状況に応じて変化し、最小の人員でできる体
制を作る。

【高品質】
④ 省力化しながら、品質を向上させる。（気候変動に対応）

⑤ 省力化しながら、収量を向上させる。（コスト削減に寄与）
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横田農場のデータ駆動型農業
【超省力】①省力化：人が行う作業を見直し、無駄を省く。手間を省く。

残苗率0.19%

（全体で23,824枚、残苗は51枚0.21％）

 無駄な苗を作らない。播いて育てる手間
を省く。種・床土も無駄を出さない。

 そのためには、毎日何ha植えて、何枚
使って、何枚残っているのか、このかき
取り量の設定で良いのか、随時チェック
し、微調整する。

再配布・転載禁止
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横田農場のデータ駆動型農業
【超省力】②省人化：人がやらなくてもよい仕事を削減し（自動化）、人員を省く。

 背負い動散で行っていた追肥
作業をドローン（自動飛行）に切
り替え。

 省人化による余剰を活かし、２
回目追肥を実施（収量向上）

 予定散布量との誤差0.54％。

●背負い動散・・・約５ｈａ/人・日

●ドローン（Ｔ３０Ｋ）・・・約２０ha/

人・日

再配布・転載禁止
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横田農場のデータ駆動型農業
【超省力】③少人化：状況に応じて変化し、最小の人員でできる体制を作る。

 長期間、切れ目な

く田植えを行う緻

密な作業計画。計

画（工程表）が重要。

 播種は２～３人で

行い、計画者が実

行。進捗に合わせ

て柔軟に変更。

再配布・転載禁止
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横田農場のデータ駆動型農業
【高品質】④省力化しながら、品質を向上させる。

 「品質」は穀粒判別器で確認。その結果を解釈するために

は、圃場ごとの作業履歴（いつ何をどれぐらい）や、気象情

報等、可能な限り

のデータを集めて

整理・分析する。

 現時点で、分析を
自動化できるシス
テムはない。（今後
はＷＡＧＲＩ等に期待）

 現場をよく知って
いる人にしか解釈
できないか？

再配布・転載禁止

↑ケット社RN-700の表示例

サタケ穀粒判別機

出典：サタケHP（https://satake-
japan.co.jp/products/analyz
er/grain_discriminator/0005
87.html）
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出典︓農林⽔産省農産物⽣産費統計、農林⽔産省スマート農業
加速化実証プロジェクト成果に基づく（農研機構 ⽯川⽒まとめ）

収穫⽇と収量との関係 (2019年、2021年)

【高品質】⑤省力化しながら、収量を向上させる。

 圃場ごとの収量（粗玄米/精玄米反収、篩下/色選

下米率等々）を把握し、減収要因を収量に影響す

るデータから解釈し、改善を図る。

 ただし、現状

データのみで

全てを解釈

は難しい。

横田農場のデータ駆動型農業

再配布・転載禁止
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データ駆動型農業 まとめ

以前よりは手間をかけずにデータを集められ
るようになってきたが、コストもかかるので、
費用対効果を意識する必要がある。

データを集めても、分析は自分で行う必要があ
るので、自分が課題に感じているところから少
しずつ取り組み、だんだん広げていく。

 「省力化」と「高品質化」に役に立つかどうかが
重要！

←例えば、、、水位調整の位置を何かで記録しておけば、後で振り返ると良い
データになるかも。。。



2023年モニター募集
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今後のスケジュール： 2022～２０２３年
時期 実施内容

2022年 10～12月 新型モデルのモニター募集

2023年 1月上旬 2023年モニターの決定連絡

3月 第1回研修会

3月～5月
グレインマシナリー西日本から
給水機を発送

５月下旬～7月末 第1回調査票の配布・回答

9月下旬～11月末 第２回調査票の配布・回答

11月 第2回研修会

12月末 プロジェクト終了
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 後日、メーリングリストにて、本日の発表資料と動画（限定公開）のURL
をご案内いたします。

 2023年新型モデルのモニターのお申し込みをお待ちしております。

 2023年もモニターの継続をお願いいたします。

研修会にご参加いただき、ありがとうございました。

農匠ナビみらいプロジェクト 運営スタッフ一同
2022年１１月1０日
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